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万日の練磨へ 

 

基本課程の次の舞台は、首里手喜屋武朝徳翁が千歳強直先生に伝授されたバッサイの形

を皮切りに“万日の練磨”である練成課程へと駒を進めていく。その最初に聞く言葉が現

代の空手では聞きなれない「形意」である。何故「形意の思想」を導入したか？ 

その答えは、私が「形は空手の命であり生き物」との考えを根幹に置いていること、次

に、この練成課程はもちろんのこと、次のステージである古流に入りさらに技法及び術理

の探究を進め、目指す霊肉一体の境地を自らの手で掴んでいく上で、欠かすことのできな

い思想であり哲学になると判断したからである。 

多分それは、他流には無い龍精空手の独特な考え方ではないかと思う。だがその考え方

は、形や変手法などの技法考察と弛まぬ稽古を重ねることによって、自ずと理解が進み感

覚化できてくると明言できる。 

 

なお本題に入る前に、唐手第六代そして千唐流空手道の開祖である千歳強直先生の伝記

を掲載する。伝記は、私が千歳先生の内弟子として約十年以上に亘って修練した間の稽古

日誌から抜粋して書きあげた手記である。千歳先生の人物像を知る事は、万日の練磨へ船

出していく修練者のための強い後押しとなり、且つまた、修練者それぞれが長い伝統を持

つ流儀に大きな誇りを抱きながら稽古に邁進できると信じるからである。 
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